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章 市 

　

農
業
や
商
工
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
農
・
商
工
業
者
に
よ

る
展
示
・
販
売
・
催
し
な
ど
を

行
う
「
東
や
ま
と
産
業
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

�　

月
５
日
貍
午
前　

時
〜
午

１１

１０

後
４
時
（
開
会
式
は
午
前
９
時

　

分
か
ら
）

３０�　

月
６
日
豸
午
前
９
時
〜
午

１１
後
３
時　

分
（
閉
会
式
は
午
後

３０

３
時　

分
か
ら
）

３０

▽
場
所　

市
役
所
敷
地
内

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
内
容　

左
下
表
参
照

▽
問
合
せ　

産
業
ま
つ
り
実
行

委
員
会

�
農
業
部
門
（
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど

り
東
大
和
支
店
内
）
�　

―　
０４２

５６１

―
４
１
８
３
へ
。

�
商
工
部
門
（
東
大
和
市
商
工

会
内
）�　

―　

―
１
１
３
１
へ 
。

０４２

５６２

今号の主な記事
市政功労者を表彰しました  ……………2面
リサイクル・リユースにご協力を  ……3面
年末保育をご利用ください  ……………4面
ここがふるさと・
　　　東大和の魅力発信し隊講座  ……5面
情報マップ・薬剤師会コーナー  ……6・7面
ハミングホール・市民記者レポート  …８面

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
４
時
、　

月
６
日
豸

１１

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
荒
天

中
止
）

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
商
工
会

�　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

1 1 月 5 日の市役所（本庁舎）の土曜窓口業務は実施しますが、産業まつりのため駐車場は利用できません／問合せ・企画課1424まで

11月5日貍・6日豸／市役所敷地内 

第47回 東やまと産業まつり

■
「
こ
ど
も
野
菜
宝
船
」
づ
く

り
の
参
加
者
を
募
集

　

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
こ
ど
も
野
菜
宝
船
」
づ
く
り

を
今
回
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
５
歳
〜

８
歳
の
お
子
さ
ん

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

１１

１０

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

産
業
ま
つ
り
会
場
内

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２０

▽
問
合
せ　

Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り

東
大
和
支
店
指
導
経
済
課
�　
０４２

―　

―
４
３
８
３
へ
。

５６１

◎
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
特
設

相
談
（
事
前
申
込
み
不
要
）

▽
日
時　

両
日
と
も
に
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時

▽
相
談
内
容　

国
・
独
立
行
政

法
人
・
都
等
の
業
務
に
関
す
る

要
望
・
苦
情
な
ど

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
３
ま
で
。

◎
ご
み
の
減
量
〜
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家

庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち

寄
り
、
必
要
な
方
に
届
け
る
取

組
み
で
す
。
今
回
は
以
下
の
食

品
を
回
収
し
ま
す
。
持
ち
運
び

に
使
用
し
た
袋
等
は
、
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

缶
詰
や
パ
ス
タ
な
ど

の
乾
物
、 
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト

ル
ト
食
品
、
調
味
料
各
種
な
ど

で
、未
開
封
の
も
の（
賞
味
期
限

が
明
記
さ
れ
て
い
て
、
１
か
月

以
上
期
間
が
あ
る
も
の
に
限
る
）

※
生
鮮
食
品
、
瓶
詰
食
品
は
対

象
外
で
す
。

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
４
時
、　

月
６
日
豸

１１

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

◎
中
央
公
民
館
の
催
し
物

�
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

時

１１

１０

〜
午
後
５
時
／
場
所　

中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
他

�
地
域
デ
ビ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　
　

月
６
日
豸
午
前
９
時

１１

　

分
〜
午
後
２
時
／
場
所　

中

３０央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館　

―
０４２

　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

同
時
実
施
の
 

　
　
　
催
し
物

高齢者が、生涯を通じて学び、

生きがいをもって楽しく過ご

せるまちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

毎年好評の野菜宝船の展示

産業まつり　スケジュール
農業部門商工部門

�農産物共進会・野菜宝船の展示
�農産物の卸売
※はぼたんの配布は午後  2  時30
　分から。

【出店（展）ブース】
�商工業者による展示・即売、模擬店、団体PR等
�福島県喜多方市物産販売
【ステージ】
�スタンプ会イベント　　　　 �JTC吹奏楽
�オリパラフラッグセレモニー　�啓発寄席
�チアリーディング（都立東大和南高校）
�ダンス・バレエ（大和富士幼稚園）

　

月
５
日
貍

１１

�野菜宝船の展示・宝分け
　※宝分けは午後2時30分から
�農産物の卸売

【出店（展）ブース】
�商工業者による展示・即売、模擬店、団体PR等
�福島県喜多方市物産販売
【ステージ】
�スタンプ会イベント　  �JTC吹奏楽
� Ring-Tripライブ　　　 �フラダンス
�まほろば太鼓    　　　 �市内中学校吹奏楽
�チアリーディング（大和富士幼稚園）

　

月
6
日
豸

１１

（B） 
  商工部門会場商工部門会場 

（A） 
  農業部門会場農業部門会場 

会 場 案 内 図 

※会場周辺は駐輪 
  できません。　 

会議棟 

 N

中　央 
公民館 

中　央 
図書館 

市役所 

市役所車庫棟 

（B） 
  商工部門会場 

（A） 
  農業部門会場 

市役所通り※歩道は駐輪禁止です。 

商工 
会館 

都
立
東
大
和
高
校 

× 

× 

×
印
が
車
両
通
行
止 

駐輪場 

× 

保健 
センター 

東京2020オリンピック・パラリンピックフラッグツアー 
～産業まつりでセレモニーを開催～ 

2016 年リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックが閉会 
し、リオ市長から東京都知事にオリンピック・パラリンピックフ 
ラッグが引き継がれました。これを踏まえ、オリンピック・パラ 
リンピックフラッグが都内等を巡回するフラッグツアーが開催さ 
れます。このフラッグが、東やまと産業まつりにやってきます。 　 
【セレモニー】　 
　●  日時　11月5日貍午前10 時～午前10時30分 
　●  場所　市役所中庭ステージ 
　●  内容　フラッグ引継式、アンバサダーのトークショー　など 
 ◎フラッグは市役所１階市民ロビーで展示します 
 　①11月5日貍セレモニー終了後～午後4時 
 　②11月7日豺 ～11月11日貊  
　 　 午前 8 時30分～午後 5 時15分（最終日は午後 3 時まで） 
　 問合せ　企画課・内線1423まで。 Photo by Tokyo 2020/Shugo TAKEMI



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 6 ・ 1 0・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

　

市
で
は
、「
第
４
次
行
政
改
革

大
綱
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

使
用
料
・
手
数
料
等
に
つ
い
て
、

原
価
を
踏
ま
え
た
適
正
な
水
準

を
維
持
す
る
た
め
、
３
年
ご
と

に
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
に
見
直
し
を
実
施

２７

し
た
項
目
の
う
ち
、　

項
目
に

１６

つ
い
て
、
原
価
と
の
差
が
生
じ

て
い
る
等
の
状
況
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成　

年
度
に
改
定
の

２８

要
否
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
別
表

の
と
お
り
改
定
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
改
定
が
必
要
と
判
断
し
た
項

目
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
第

２８

３
回
東
大
和
市
議
会
定
例
会
に
、

該
当
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の

議
案
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 こ 
れ
に
よ
り 
、 平
成　

年
２９

４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
「
土
地
台
帳
又
は
家
屋
台
帳

の
閲
覧
」
に
つ
い
て
は
、
手
数

料
の
見
直
し
と
は
別
に
事
務
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平

成　

年
３
月　

日
を
も
っ
て
事

２９

３１

務
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

※
「
上
仲
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
利
用
料
」
に
つ
い
て
は
、
条

例
の
一
部
改
正
に
よ
り
利
用
料

の
上
限
額
を
改
定
し
た
も
の
で
、

今
後
、
体
育
施
設
等
の
指
定
管

理
者
が
教
育
委
員
会
の
承
認
を

得
た
上
で
決
定
し
ま
す
の
で
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

※
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
各

担
当
課
ま
で
。

　

市
で
は
、　

月
１
日
に
ハ
ミ

１０

ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第　
３９

回
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
行

い
、
次
の
方
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

【
自
治
表
彰
】

▽
表
彰
状

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
職
に

あ
っ
た
方

鈴
木
敏
彦

▽
感
謝
状

○
監
査
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

尾
崎
実

【
一
般
表
彰
】

▽
表
彰
状

○
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

大
高
弘
稔　

細
田
惠
子

闊
井
要
栄　

木
下
和
子

船
津
泰
蔵　

永
井
O
美
子

荒
久
美
子

○
保
健
衛
生
の
普
及
推
進
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

有
村
章　

重
城
一
仁

○
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

齋
藤
功
美
（
故
人
）

○
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

小
川
吉
夫

○
行
財
政
運
営
に
尽
力
し
、
功

績
の
あ
っ
た
方

北
田
則
行

○
優
れ
た
善
行
に
よ
り
市
民
の

模
範
と
な
る
方

山
西
仁　

H
井
純
矢

佐
藤
翔
雅

▽
感
謝
状

○
都
市
開
発
の
推
進
及
び
建
設

事
業
の
振
興
に
尽
力
し
、
功
績

の
あ
っ
た
方

加
藤
政
治

○
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

木
村
数
子　

加
藤
信
行

杉
本
昌
美　

早
山
宏
子

平
井
眞
知
子　

上
手
惠
美
子

鈴
木
眞
千
子　

鈴
木
セ
ツ
子

立
田
京
子　

清
野
成
美

鈴
木
惠
子　

太
田
一
貴

鈴
木
容
子　

横
田
壽
O

針
生
偲
布　

松
村
汝
京

遊
佐
光
子　

永
井
美
枝
子

小
西
敬
子　

神
馬
勇

金
子
公
俊　

千
葉
知
江
子

○
保
健
衛
生
の
普
及
推
進
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

関
田
正
夫　

田
口
耕
二

中
村
雅
人　

尾
闢
景
行

○
防
災
、
交
通
安
全
及
び
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ

っ
た
方

笠
原
ツ
ネ
子　

照
井
伸
興

中
澤
安
成　

楯
谷
昭
夫

青
柳
和
彦　

杉
本
実

西
野
政
博　

堤
健
次

和
地
毅　

山
本
裕
子

水
野
眞
知
子　

北
田
信
子

久
保
田
博　

大
石
吉
博

和
合
順
一

○
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

　

市
で
は
、
各
種
手
続
き
や
公

共
施
設
案
内
等
の
行
政
情
報
を

掲
載
し
た
「
平
成　

年
度
版
東

２８

大
和
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を

官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
株
式

会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
共
同
発

行
し
ま
す
。発
行
に
つ
い
て
は
、

市
が
行
政
情
報
の
提
供
と
監
修

を
行
い
、
協
定
締
結
の
相
手
方

で
あ
る
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
広
告
の
募
集
、
便
利
帳
の

作
成
、
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

発
行
は
、
平
成　

年
１
月
頃

２９

を
予
定
し
て
お
り
、
市
内
全
世

帯
及
び
転
入
者
に
配
布
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
広
告
掲

載
の
お
願
い
に
協
力
事
業
者
の

担
当
が
市
章
の
入
っ
た
名
刺
を

持
参
し
、
市
内
の
事
業
所
や
商

店
等
に
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
広

告
掲
載
の
お
申
込
み
は
、
株
式

会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
�　

―
２

０４

９
６
８
―
８
４
９
４
へ
直
接
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
広
告
料
の
先
払
い
要
求
な
ど

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺

行
為
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
３
ま
で
。

�

　

立
川
税
務
署
で
は
、
給
与
の

支
払
者
を
対
象
に
、
平
成　

年
２８

分
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

会
場
で
源
泉
所
得
税
及
び
法
定

調
書
関
係
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
等
の

地
方
税
関
係
書
類
も
併
せ
て
配

布
し
ま
す
。
東
大
和
市
内
で
の

開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
座
席
数
の
関
係
上
、

原
則
指
定
さ
れ
た
対
象
地
域
の

日
程
で
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
程
の
都
合
が
合
わ

な
い
場
合
等
は
、
対
象
地
域
以

外
で
の
日
程
で
も
参
加
可
能
で

す
。

※
各
回
と
も
午
前
の
部
は
午
前

　

時
〜
正
午
、
午
後
の
部
は
午

１０後
２
時
〜
４
時
で
す
。
開
催
時

間
の　

分
前
か
ら
会
場
受
付
で

３０

年
末
調
整
関
係
用
紙
の
配
布
を

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

立
川
税
務
署
源
泉

所
得
税
担
当
�　

―　

―
１
１

０４２

５２３

８
１
へ
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
等
は
、
市
民

の
集
会
等
の
場
合
、
原
則
、
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
方
法

①
各
施
設
窓
口
で
、
利
用
団
体

の
登
録
を
す
る
。

②
各
施
設
に
設
置
し
て
い
る
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
端
末
か
、

ご
自
身
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機

器
か
ら
、 
利
用
の
予
約
を
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
窓
口
で
配
布
し

て
い
る
「
東
大
和
市
市
民
セ
ン

タ
ー
予
約
シ
ス
テ
ム
利
用
ガ
イ

ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
予
約
し
た
施
設
の
窓
口
で
利

用
申
請
の
手
続
き
を
す
る
。

▽
各
施
設
の
窓
口
受
付
時
間

毎
週
木
曜
日
、
年
末
年
始
を
除

く
、
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
桜
が
丘
集
会
所

の
み
、
木
曜
日
も
開
所
）

▽
問
合
せ　

各
施
設
ま
た
は
市

民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
４
ま

で
。

第
 39
 回
市
政
功
労
者
表
彰
式
 

市
政
に
功
績
の
あ
っ
た
方
な
ど
を
表
彰

～平成29年4月1日から～ 

使用料・手数料等を 

　　　　改定します 

市
民
の
交
流
の
場
 

市
民
セ
ン
タ
ー
を
 

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

広告掲載にご協力を 

くらしの便利帳を 

　　　　　　発行します 

平成28年度版 

◎給与の支払者の方 

年末調整等説明会に 

　　ご参加ください 

電話番号対象施設

042-562-3600奈良橋地区会館
（奈良橋市民センター内）

042-565-4111向原地区会館
（向原市民センター内）

042-564-2940清原地区会館
（清原市民センター内）

042-567-2237桜が丘集会所
（桜が丘市民センター内）

042-565-4873新堀地区会館

会場開催時間対象地域開催日

立川地方
合同庁舎
3階共用
会議室

午前の部
昭 島 市11月 8 日（火）

午後の部
午前の部東 大 和 市

11月 9 日（水）
午後の部武蔵村山市
午前の部国 立 市

11月 10日（木）
午後の部国 分 寺 市
午前の部

立 川 市11月 11日（金）
午後の部

市長と語ろう会（タウンミーティング）「特色ある公園について」をテーマに 10月 26日 貉 午 後 7 時からと、10月 29日 貍 午前 10 時から、いずれも市役所会議棟で開催します（事前申込不要）／問合せ　環境課・内線1271まで

齊
藤
栄
一　

町
田
美
香

山
口
和
代　

前
田
健
雄

南
方
か
お
る　

内
野
秀
治

○
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

中
井
佐
知
子　

大
曾
根
瑛

木
村
数
子　

杉
山
稜
威
男 

○
行
財
政
運
営
に
尽
力
し
、
功

績
の
あ
っ
た
方

忽
滑
谷
美
智
子　

眞
野
忠
彦

續
谷
信
代　

酒
井
要

重
野
健
一　

永
原
和
子

菊
池
佳
子

○
優
れ
た
善
行
に
よ
り
市
民
の

模
範
と
な
る
方

岡
田
弘
行

○
市
の
公
益
の
た
め
金
品
等
の

寄
附
を
さ
れ
た
方

吉
岡
三
樹　

鈴
木
敏
彦

木
下
サ
ー
カ
ス
株
式
会
社

青
梅
信
用
金
庫

▲清原地区会館がある清原市民センター

担当課改定後現行料金改定する使用料・手数料・利用料

社会教育課
300200おとな

プラネタリウム観覧料　【個人】
（こどもは 100円で据置）

240100おとな
プラネタリウム観覧料　【団体】

8050こども

市民課

300200
戸籍の附票の写しの交付手数料
（コンビニ交付手数料は 150円で据置）

300200除かれた戸籍の附票の写しの交付手数料
300200印鑑登録証の交付又は引替交付手数料

300200
印鑑登録に関する証明手数料
（コンビニ交付手数料は 150円で据置）

300200身分に関する証明手数料

課税課

300200固定資産課税台帳に記載されている事項の証明
手数料

事務廃止200土地台帳又は家屋台帳の閲覧手数料
300200固定資産課税台帳の閲覧手数料
300200公図の写しの閲覧手数料

関係各課300200その他各種証明手数料
関係各課300200その他公簿又は公文図書の閲覧手数料

社会教育課
800600おとな

上仲原公園テニスコート利用料
400300こども

※金額の単位は「円」
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平
成　

・　

年
度
に
市
が
発

２９

３０

注
す
る
物
品
の
買
い
入
れ
、
業

務
委
託
、
工
事
の
競
争
入
札
等

に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
の

方
は
、
事
前
に
資
格
審
査
の
申

請
を
行
い
、
入
札
参
加
資
格
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
「
東
京
電
子
自
治
体

共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
」
の
「
電

子
調
達
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
申
請
を

随
時
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
電
子
調
達
サ
ー
ビ

ス
」
を
利
用
し
な
い
市
内
事
業

者
の
方
を
対
象
に
、
書
類
に
よ

る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
申
請

に
必
要
な
書
類
を　

月
４
日
貊

１１

か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
事
業
者
の
方
及

び
市
内
事
業
者
で
「
電
子
調
達

サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
平
成　

年
度
ま
で

２９

に
利
用
す
る
方
は
、
こ
の
申
請

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
業
種　

物
品
、
委
託
、
工
事

▽
受
付
期
日　
　

月
７
日
貉
・

１２

８
日
貅

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

▽
受
付
場
所　

市
役
所　

会
議

４０２

室
（
市
役
所
４
階
）

▽
申
請
方
法　
　

月
４
日
貊
か

１１

ら
総
務
管
財
課
（
市
役
所
３
階
）

で
配
布
す
る
「
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
要
領
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
４
２
ま
で
。

　

職
場
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
取
得
・
喪
失
し
た
時
は
、
国

保
の
資
格
の
取
得
・
喪
失
の
届

け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
喪
失
し
、
国
保
の
資
格
取
得

の
届
け
出
を
忘
れ
、
後
日
届
出

を
し
た
場
合
、
職
場
の
健
康
保

険
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
時
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
資
格

を
喪
失
し
た
国
保
被
保
険
者
証

で
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
で

支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
、

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

▽
国
保
の
資
格
を
取
得
す
る
時

①
印
鑑
（
本
人
が
手
続
き
を
す

る
場
合
は
不
要
）

②
職
場
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
喪
失
し
た
証
明
書
等

※
被
保
険
者
証
の
交
付
は
、
原

則
と
し
て
郵
送
で
す
が
、
公
的

機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き

の
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
等
）
が
あ
る
場
合
は
、
窓

口
で
交
付
で
き
ま
す
。

▽
国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
時

①
印
鑑
（
本
人
が
手
続
き
を
す

る
場
合
は
不
要
）

②
職
場
の
健
康
保
険
証

③
す
で
に
お
持
ち
の
国
保
被
保

険
者
証

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
２
ま
で
。

リ
サ
イ
ク
ル

■
資
源
を
買
っ
た
お
店
に
戻
し

ま
し
ょ
う

　

買
い
物
へ
行
く
時
は
、
マ
イ

バ
ッ
グ
に
資
源
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
食
品
ト
レ
イ
な
ど
）
を
入

れ
て
行
き
、
買
っ
た
店
に
戻
す

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

　

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
で
は
、

事
業
者
の
負
担
で
、
紙
パ
ッ
ク

等
の
資
源
の
回
収
を
し
て
お
り
、

営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
市
の
収

集
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各

店
舗
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
中
に
お
け
る
全
国

２７

の　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
交
通

６５
事
故
死
者
数
は
二
、
二
四
七
人

で
、
交
通
事
故
死
者
数
全
体
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は　

・
５４

６
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
自

宅
近
く
で
、
朝
夕
の
散
歩
や
通

院
、
買
い
物
な
ど
の
際
に
、
ま

た
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
信
号
を
守
り
、
青
信
号
で
も

必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

�
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
遠
回

り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

ょ
う
。

�
近
所
や
通
り
慣
れ
た
道
で
も

油
断
せ
ず
、
外
出
し
た
ら
、
車

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
色
の
服

装
や
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

　

車
を
運
転
す
る
時
は
、
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
徐
行
す
る
な

ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

東大和市リサイクル標語 

マイバッグ  資源を入れて  お買い物 

リサイクル・リユースにご協力を！ 

リ 
ユ 
ー 
ス

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器

を
回
収
し
、
使
っ
て
い
た
だ
け

る
方
に
無
料
で
お
譲
り
す
る
リ

ユ
ー
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時
（
年
末
年
始
・

祝
日
等
は
除
く
）

※
回
収
は
、
午
後
２
時
半
ま
で

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

入
口

▽
回
収
品
目　

陶
磁
器
製
（
せ

と
も
の
）
の
茶
碗
・
皿
・
コ
ッ

プ
等

※
汚
れ
は
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
持
ち
に
な
る
際
に
使

用
す
る
袋
等
は
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

◎国民健康保険 

資格の取得・喪失 

手続きをお忘れなく 

◎
市
内
事
業
者
の
方
へ
 

入
札
参
加
資
格
審
査
の
 

　
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

高齢者の方 
交通事故に 
気をつけましょう 

　

東
京
都
と
各
市
区
町
村
で
は
、

　

月　

日
貍
〜　

日
豺
の　

日

１０

２２

３１

１０

間
、「
困
り
ま
す
！　

自
転
車
置

き
ざ
り　

知
ら
ん
ぷ
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

○
放
置
自
転
車
等
は
み
ん
な
の

迷
惑
で
す

　

放
置
自
転
車
等
は
、
街
の
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
な
ど
に
と
っ
て
非

常
に
危
険
で
す
。
特
に
、
視
覚

障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
上
の

放
置
自
転
車
等
は
、
視
覚
に
障

害
の
あ
る
方
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
や

緊
急
時
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
等
利
用
自
粛
を

　

市
内
の
各
駅
周
辺
の
駐
車
場

は
、
い
ず
れ
も
大
変
混
雑
し
て

い
ま
す
。
市
内
各
駅
か
ら
お
お

む
ね　

メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住

８００

ま
い
の
方
は
、
自
転
車
等
利
用

の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

自
転
車
の
放
置
は
 

　
や
め
て
く
だ
さ
い

　

事
務
繁
忙
期
な
ど
必
要
に
応

じ
、
一
定
期
間
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
た
め
の
臨
時
職
員
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
職
種
・
賃
金
（
時
間
給
）　

下

表
の
と
お
り（　

月
１
日
現
在
）

１０

▽
社
会
保
険
等　

健
康
保
険

法
・
厚
生
年
金
保
険
法
・
雇
用

保
険
法
等
の
定
め
に
該
当
す
る

方
（
勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）
は
、
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
・
雇
用
保
険
等
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

職
員
課
（
市
役

所
３
階
）

▽
提
出
書
類　

市
規
定
の
履
歴

書
（
市
販
の
も
の
で
も
可
）

※
履
歴
書
を
提
出
し
た
方
は
、

臨
時
職
員
と
し
て
登
録
（
登
録

期
間
は
２
年
間
）
し
、
必
要
に

応
じ
勤
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

市
臨
時
職
員
を
 

　
　
募
集
し
ま
す

回収品目所在地リサイクル協力店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック南 街 5 - 3 - 1い な げ や 東 大 和 店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック桜が丘3-44-32いなげや玉川上水駅前店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック・
アルミ缶・キャップ・卵パック立 野 2 - 3 - 5コープみらい上北台店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック・
アルミ缶・スチール缶・透明食品容器奈良橋3-546-1エコスTAIRAYA奈良橋店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック仲 原 3 - 2 0 - 5つるかめランド東大和店

食品トレイ・紙パック清 水 3 - 7 7 8カ ネ マ ン ト ー ワ 店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック上北台2-916-8オ リンピック村山店

食品トレイ・紙パック・透明食品容器新堀2-1490-2食品の店おおた東大和店

ペットボトル・新聞・雑誌・本（以上は、
ナナコポイントを付与）・食品トレイ・
紙パック・アルミ缶・スチール缶・キャ
ップ・ガラスびん

桜が丘2-142-1イトーヨーカドー東大和店

ペットボトル・食品トレイ・紙パック・
アルミ缶・キャップ立野3-1344-1ヤ オ コ ー 東 大 和 店

10月から
社会保険の加入対象が広がりました
　

次の全てに該当する方は、加入対

象になる可能性があります

�会社の従業員数が 501人以上

�週の所定労働時間が 20時間以上

�見込まれる雇用期間が 1年以上

�賃金月額が 8.8万円以上

�学生でない
　
お勤め先に確認の上、国保加入者で社会保険
の適用になりましたら、国保資格喪失のお手
続きをお願いします（自動で切替手続きはで
きません）。

時間給主な職種区分
9４0円一般事務

事務系
1,170円催告事務
1,130円有資格者

保育士職

技術系

970円その他
1,240円有資格者11時間開所

保育士職 1,060円その他
1,130円有資格者児童館・学童

保育所業務員 970円その他
1,790円保健師
1,750円助産師
1,710円臨床検査技師
1,710円正

看護師
1,670円准
1,670円歯科衛生士
1,130円栄養士
940円図書館勤務員
940円給食配膳員

労務系
1,170円土木・清掃作業員
1,050円給食調理員
1,050円身障等介助員
1,050円施設等営繕業務員

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分けて
排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 6 ・ 1 0 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

　

玉
川
上
水
保
育
園
は
、
保
育

園
等
の
閉
園
す
る
年
末
に
、
保

育
が
必
要
な
場
合
、
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

▽
対
象　

利
用
日
に
保
育
が
必

要
な
市
内
在
住
の
生
後　

日
目

５７

か
ら
就
学
前
ま
で
の
集
団
保
育

が
可
能
な
児
童

▽
利
用
日
・
時
間　
　

月　

日

１２

２９

貅
・　

日
貊
午
前
７
時
〜
午
後

３０

６
時
（
延
長
保
育
は
午
後
６
時

〜
７
時
）

▽
実
施
保
育
園　

玉
川
上
水
保

育
園
（
桜
が
丘
４
―　

―　

）

２９

１８

▽
利
用
料
金　

１
日
当
た
り
三
、

五
〇
〇
円

※
給
食
な
し
。
お
や
つ
有
り
。

延
長
保
育
の
料
金
は
一
、
〇
〇

〇
円

▽
定
員　
　

人
（
０
歳
児
３
人
、

２０

１
〜
５
歳
児　

人
）

１７

※
定
員
超
過
の
場
合
、
玉
川
上

水
保
育
園
で
、
仕
事
の
た
め
年

末
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
世

帯
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
定
員

　

食
用
油
の
工
場
を
見
学
し
、

品
質
や
環
境
、
食
の
安
全
性
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
歩
き
や
す
い
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
小
学
生

以
上
の
方

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
前
９

１１

１８

時
市
役
所
北
側
玄
関
前
集
合

※
午
後
５
時　

分
解
散
予
定
。

１０

市
の
委
託
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

▽
見
学
場
所　

日
清
オ
イ
リ
オ

グ
ル
ー
プ
㈱
横
浜
磯
子
事
業
所

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

※
横
浜
中
華
街
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）
に
て
自
由
昼
食

▽
定
員　
　

人
４０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
平

成　

年
度
に
参
加
し
て
い
な
い

２７

方
を
優
先
し
、
抽
選
し
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
、
見
学
会
参
加

希
望
の
旨
を
明
記
し
て
、
東
大

和
市
役
所
市
民
生
活
課
（
〒　
２０７-

　

東
大
和
市
中
央
３
―　

）
へ

８５８５

９３０

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
通
２
人
ま
で
。
そ
の
際
、

全
て
の
必
要
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ

記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
記
入
漏

れ
や
３
人
以
上
の
申
込
み
、
複

数
枚
で
の
申
込
み
は
無
効
で

す
）。電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
限　
　

月
４
日
貊

１１

（
必
着
）

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

消
費
者
見
学
会 

年末保育を 
ご利用ください 
年末保育 

玉川上水保育園 
12月29日（木）・30日（金） 

に
空
き
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
外

の
理
由
の
世
帯
で
抽
選
を
行
い
、

利
用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

玉
川
上
水
保
育

園
に
申
込
書
等
の
提
出
を
行
い

ま
す
（
郵
送
提
出
可
）。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日
貅
〜

１１

２４

　

日
貉
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

３０※
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

▽
申
込
書
等
の
配
布
場
所　

市

内
保
育
施
設
、
保
育
課
（
市
役

所
１
階
）。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
４
ま
た
は
、
玉
川
上
水
保

育
園
�　

―　

―
８
６
７
０
へ
。

０４２

５６６

で
の
間
）。
期
間
や
時
間
等
は
、

各
園
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
０
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス
を
希
望

す
る
方
は
、
平
成　

年
４
月
１

２９

次
入
所
申
請
（
平
成　

年　

月

２８

１１

　

日
豺
〜　

月
９
日
貊
）
で
申

２８

１２

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
一
希
望
の
認
定
こ
ど
も
園

が
利
用
不
可
と
な
っ
た
場
合
、

平
成　

年
４
月
１
次
入
所
の
利

２９

用
調
整
で
、
第
二
希
望
以
降
の

保
育
施
設
を
含
め
、
再
度
、
利

用
調
整
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ク
ラ
ス
は
、
平
成　

年
４
月

２９

１
日
現
在
の
年
齢
で
す
。

▽
受
付
場
所　

第
一
希
望
の
市

内
認
定
こ
ど
も
園

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

�
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保

育
給
付
費
等
支
給
認
定
兼
保
育

利
用
申
請
書

�
同
意
書
／
重
要
事
項
確
認
書

�
保
育
が
必
要
と
確
認
で
き
る

書
類
（
勤
務
証
明
書
等
）

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
市

２９

内
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
を

希
望
す
る
方
は
、
各
園
へ
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

「
平
成　

年
度
保
育
施
設
入
所

２９

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
市
内
認
定
こ
ど
も
園

�
こ
ど
も
学
園
（
東
大
和
市
奈

良
橋
２
―　

、
�　

―　

―
３

４０９

０４２

５６４

５
４
９
）

�
東
大
和
こ
ど
も
園
（
東
大
和

市
向
原
４
―　

―　

、
�　

―

１６

１７

０４２

　

―
２
３
７
９
）

５６１▽
入
所
申
請
が
で
き
る
方　

第

一
希
望
が
市
内
認
定
こ
ど
も
園

（
３
〜
５
歳
児
ク
ラ
ス
）
で
、

か
つ
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
等

で
、
日
常
的
に
就
学
前
の
お
子

さ
ん
の
保
育
に
あ
た
れ
な
い
方

▽
受
付
期
間　

各
園
で
期
間
が

異
な
り
ま
す
（　

月
１
日
貂
ま

１１

認
定
こ
ど
も
園 

平
成
　
年
4
月
入
所
の 

　
　
先
行
申
請
を
受
付 

29

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の

発
達
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
開
催
日
等　

下
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば 

11
月
の 

る
が
も
ま
つ
り
を
実
施
し
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、
児
童

虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

で
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
止

す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

入
口
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人

形
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
つ
い

た
た
す
き
を
か
け
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル　

番
（
い
ち
は
や
く
）

１８９

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
か
も
と
思

っ
た
時
に
、　

番
へ
す
ぐ
に
お

１８９

電
話
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
児

童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容

に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

　

児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
た　

月
は
、「
児
童
虐
待
防

１１

止
推
進
月
間
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
は
、
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
の

一
環
と
し
て
、
か

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン 

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間 

◎
か
る
が
も
ま
つ
り

　

毎
年
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
「
か
る
が
も
」
で
実
施

し
て
い
る「
か
る
が
も
ま
つ
り
」

を
、
今
年
は
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
す
。

　

「
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
講
師
を
招
い

て
親
子
遊
び
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
親
子
で
楽
し
く

遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
（
魚
釣
り
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
制
作
な
ど
）

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
親
子
で
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

１
歳
〜
３
歳
児
向
け

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
方
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貅
午
前　

１１

１０

１０

時
〜　

時　

分

１１

３０

◎
養
育
家
庭
（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
体
験
発
表
会

　

様
々
な
事
情
に
よ
り
親
元
で

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、

養
子
縁
組
を
目
的
と
せ
ず
に
育

て
て
い
る
家
庭
を
、
東
京
都
で

は
養
育
家
庭
（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

体
験
発
表
会
で
は
、
制
度
説

明
を
行
い
、
社
会
的
養
護
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
話
や
、

里
親
、
里
子
か
ら
の
貴
重
な
体

験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
別
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

　

養
育
家
庭
制
度
に
関
心
が
あ

か
る
が
も
ま
つ
り
　
と 

養
育
家
庭（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
体
験
発
表
会 

る
方
や
子
育
て
中
の
方
、
福

祉
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貅
午
後

１１

１０

２
時
〜
４
時

▽
保
育
の
対
象　

満
１
歳
児

〜
未
就
学
児

▽
保
育
の
申
込
方
法　

事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。　

月
１０

　

日
貊
ま
で
に
、
子
ど
も
家

２８庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
３
６
５
１
、
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス　

―　

―
３
６
５
２
へ

０４２

５６５

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３

０４２

５６５

６
５
１
ま
で
。

　

離
職
等
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
方
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の

高
い
方
に
は
、
就
職
に
向
け
た

活
動
を
す
る
な
ど
を
条
件
に
、

一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支

給
し
ま
す
。
生
活
の
基
礎
と
な

る
住
居
を
整
え
、
就
職
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
支
給
上
限
額　

生
活
保
護
法

の
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額

と
な
り
ま
す
。

例：

単
身
世
帯
は
五
万
三
、
七

〇
〇
円
、二
人
世
帯
は
六
万
四
、

〇
〇
〇
円

▽
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
。

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
に
よ
り

３
か
月
を
限
度
に
支
給
期
間
の

延
長
・
再
延
長
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
要
件

�
離
職
等
に
よ
り
経

済
的
に
困
窮
し
、
住

居
喪
失
者
ま
た
は
住

居
喪
失
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

�
申
請
日
に
お
い
て
、　

歳
未
満

６５

で
あ
っ
て
、
か
つ
、
離
職
等
の
日

か
ら
２
年
以
内　

な
ど

※
一
定
の
資
産
収
入
要
件
等
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ

ー
「
そ
え
る
」
で
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

▽
開
設
日
時　

平
日
の
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
く
ら

し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ

え
る
」・
内
線
１
０
８
１
ま
で
。

離
職
等
で
住
宅
に
お
困
り
の
方
へ 

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す 

住
居
確
保
給
付
金
事
業 

場所開催日

湖畔集会所11月2日貉

清水集会所11月9日貉

仲原集会所11月16日貉

むこうはら児童館11月22日貂

　

次
の
幼
稚
園
で
、
平
成　

年
度
の

２９

入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

入
園
案
内
の
配
布
は　

月　

日
貍
か

１０

１５

ら
、
願
書
受
付
は　

月
１
日
貂
に
行

１１

い
ま
す
。

▽
対
象

�
３
年
保
育：

平
成　

年
４
月
２
日

２５

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２６

私
立
幼
稚
園
の 

　
　
　
入
園
手
続
き 

平
成
　
年
度
 

29

�
２
年
保
育：

平
成　

年
４
月
２
日

２４

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２５

▽
入
園
手
続
き
を
行
う
幼
稚
園

�
狭
山
ケ
丘
幼
稚
園
（
高
木
１
―　
８７

―
１
、
�　

―　

―
０
６
６
１
）

０４２

５６２

�
大
和
八
幡
幼
稚
園
（
奈
良
橋
１
―

　

、
�　

―　

―
４
４
３
３
）

２５８

０４２

５６１

�
大
和
富
士
幼
稚
園
（
認
定
こ
ど
も

園
）
（
向
原
４
―　

―　

、
�　

―

１６

１７

０４２

　

―
２
３
７
９
）

５６１▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１
７
５

３
ま
で
。
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東
大
和
の
見
ど
こ
ろ
を
発
信

し
て
い
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
」

（h
ttp
://h
ig
ash
iy
am
ato.n

et/

）は
平
成　

年
度
か
ら
の
講

２７

座
受
講
者
の
皆
さ
ん
が
日
々
、

更
新
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
の
情
報
発
信
サ

　

若
者
た
ち
の
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

第
６
回
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
発
表
は
、
バ
ン
ド
や
弾
き
語

り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
演
者
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

は
、
確
定
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
、

ピ
ロ
テ
ィ

▽
入
場
料　

無
料

▽
内
容　

バ
ン
ド
を
は
じ
め
と

す
る
音
楽
、
ダ
ン
ス
等
の
発
表

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

あ
な
た
も
発
信
！
 

ポ
ー
タ
ル
「
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
」
か
ら

こ
こ
が
ふ
る
さ
と
・
東
大
和
の
魅
力
発
信
し
隊
　
講
座
 

イ
ト
と
し
て
充
実
す
る
た
め
に
、

地
域
の
情
報
や
写
真
な
ど
を
投

稿
し
て
く
だ
さ
る
市
民
レ
ポ
ー

タ
ー
と
、
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ

ト
と
つ
な
が
っ
て
く
だ
さ
る
地

域
ブ
ロ
ガ
ー
（
東
大
和
に
関
す

る
情
報
や
市
民
グ
ル
ー
プ
の
ブ

ロ
グ
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
講
座
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

Ａ
は
市
に
関
す
る
情

報
発
信
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
。

Ｂ
は
電
子
メ
ー
ル
が
送
れ
る
方
。

Ｃ
は
東
大
和
市
に
関
す
る
ブ
ロ

グ
を
開
設
し
て
い
る
方

▽
開
催
日
・
内
容
・
講
師　

上

表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

Ａ
は
、
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
。
Ｂ
及
び
Ｃ
は
、
中
小

企
業
大
学
校
東
京
校

▽
定
員　

Ａ
は　

人
（
当
日
先

１００

着
順
）。Ｂ
及
び
Ｃ
は
各
コ
ー
ス

　

人
（
申
込
順
）

２０

　

市
民
大
学
・
東
大
和
グ
リ
ー

ン
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
の

募
集
を　

月
１
日
貂
か
ら
開
始

１１

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は　

月
１
日
発
行
の

１１

こ
う
み
ん
か
ん
だ
よ
り
、
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　
　

月
３
日
〜
平
成

１２

　

年
３
月
４
日
（
原
則
毎
週
土

２９

曜
日
。
全　

回
）

１０

※　

月　

日
・　

日
、平
成　

年

１２

２４

３１

２９

１
月
７
日
、２
月　

日
は
除
く
。

１１

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
第
４
回
は
午
前
８
時
〜
午
後

５
時
、
第
６
回
は
午
前
９
時　
３０

分
〜　

時　

分

１１

３０

▽
申
込
み　
　

月
１
日
貂
〜　

１１

１８

日
貊
（
必
着
）
の
間
、
各
公
民

館
に
あ
る
受
講
申
込
書
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
民

大
学
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
、　

月　
１１

１８

日
貊
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
大
学
・
東
大

和
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
�　

―　
０４２

５６４

―
２
４
５
１
ま
で
。

　

飯
豊
山
川
入
登
山
口
か
ら
遊

歩
道
沿
い
に
歩
き
、
ブ
ナ
の
原

生
林
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
約

　

メ
ー
ト
ル
の
３
段
滝
「
大
滝
」

６０が
現
れ
ま
す
。

　

紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
を
浴
び
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

自然・歴史・古典・心理を 
学び生きぬく！ 
～人間性豊かな地域社会 
の生き方を考える～ 

市民大学・東大和グリーン 
カレッジ（Bコース） 

　

東
大
和
市
に
住
ん
で
い
て
も
、

意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

東
大
和
市
に
関
係
が
深
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
講
師
の
方
を
お
招

き
し
、
こ
の
街
の
魅
力
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
日
時
な
ど　

下
表
の
と
お
り

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館
、
蔵

敷
地
区

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
申
込
み　
　

月　

日
貂
か
ら
、

１０

１８

意
外
に
知
ら
な
い 

　
　
　
　
東
大
和 

地
域
発
見
講
座 

▽
日
時　
　

月　

日
豸
午
前
８

１０

２３

時　

分
集
合
（
小
雨
決
行
）

３０
▽
集
合
場
所　

喜
多
方
市
山
都

町
一
ノ
木
川
入
御
沢
野
営
場

▽
参
加
費　

一
、五
〇
〇
円（
保

険
代
含
む
）

※
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
（　

月　

日
貉
締
切
）。

１０

１９

※
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
適

し
た
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

川
の
浅
い
場
所
を
歩
く
予
定
も

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み　

山
都
地
区
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

�
０
２
４
１
―　

―
３
８
３
１

３８

へ
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.k
itak
ata-k

an
k
o.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

▽
持
ち
物　

Ｂ
及
び
Ｃ
は
、
で

き
れ
ば
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
講
座
終
了
後
、
ご
自
身
の
パ

ソ
コ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

作
業
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

上
北
台

公
民
館
�　

―　

―
２
６
９
１
、

０４２

５６７

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
公
民
館
主
催
講
座
」
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

「
地
域
で
新
し
い
活
動
を
始

め
て
み
た
い
」「
仲
間
を
つ
く
り

た
い
」「
公
民
館
活
動
に
関
心
が

あ
る
」
あ
な
た
と
、
市
内
で
活

動
す
る
魅
力
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

が
出
会
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
各

ブ
ー
ス
で
パ
ネ
ル
展
示
や
資
料
、

パ
ソ
コ
ン
等
を
使
っ
て
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
活
動
グ
ル
ー

プ
の
一
覧
表
も
配
布
し
ま
す
。

　

お
気
に
入
り
の
グ
ル
ー
プ
を

見
つ
け
て
説
明
を
聞
い
た
り
、

質
問
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き

っ
か
け
に
新
し
い
出
会
い
を
探

し
ま
せ
ん
か
。

　

食
事
が
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
６
日
豸
午
前
９

１１

時　

分
〜
午
後
２
時

３０
※
休
憩
・
入
れ
替
え
は
午
前　
１１

時　

分
〜
正
午

３０
▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

◎
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
番
組

「
ほ
し
み
る
お
じ
さ
ん
〜
み
ぢ

か
な
う
ち
ゅ
う
の
お
は
な
し
」

　

お
じ
さ
ん
と
、
う
し
く
ん
の

一
日
を
と
お
し
て
身
近
な
宇
宙

を
紹
介
し
ま
す
。
普
段
、
ち
い

さ
な
子
ど
も
の
団
体
向
け
に
投

影
し
て
い
る
番
組
で
す
が
、
大

人
の
方
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
星

の
お
話
も
し
ま
す
。
ま
る
で
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
絵
本
に
な

っ
た
よ
う
な
き
れ
い
な
映
像
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
日　
　

月
３
日
（
祝
日
）

１１

・
５
日
貍
・
６
日
豸

※
投
影
開
始
時
刻
は
午
後
１
時

か
ら
の
１
回
の
み
。
投
影
途
中

で
の
入
退
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
子
ど

２００

も
（
小
・
中
学
生
）　

円
、
幼

１００

児
は
無
料

◎
も
う
す
ぐ
マ
マ
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
満
天
の

星
空
の
下
、
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
の
ん
び
り
と
し
た
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
星
の

話
や
絵
本
の
朗
読
も
お
楽
し
み

郷
土
博
物
館
の 

　
　
イ
ベ
ン
ト 

く
だ
さ
い
。
出
産
を
控
え
た
方

の
た
め
の
投
影
で
す
が
、
付
添

い
の
方
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貂
午
前　

１１

１５

１０

時　

分
か
ら　

分
程
度

３０

５０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
。
幼
児

２００

は
無
料

◎
野
草
ス
ケ
ッ
チ
展
「
植
物
画

を
描
く
」

　

植
物
を
よ
く
観
察
し
、
正
確

に
描
く
植
物
画
（
ボ
タ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト
）
を
展
示
し
ま
す
。
作

品
は
、
郷
土
博
物
館
講
座
「
植

物
画
教
室
」
の
講
師
と
受
講
生

の
皆
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
〜　

月

１０

２９

１２

４
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
会
場　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▽
入
場
料　

無
料

◎
自
然
観
察
会
「
野
草
教
室
」

（
事
前
申
込
制
）

　

木
の
実
や
タ
ネ
な
ど
を
中
心

に
し
て
、
自
然
観
察
を
楽
し
み

ま
す
。

▽
日
時　
　

月
３
日
（
祝
日
）

１１

午
前
９
時　

分
に
郷
土
博
物
館

３０

会
議
室
集
合

▽
場
所　

市
立
狭
山
緑
地

▽
講
師　

下
田
治
信
氏
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
―
Ｍ
Ａ
会
員
）

▽
費
用　

無
料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

◎
星
空
観
察
会
「
月
を
み
よ
う
」

（
事
前
申
込
制
）

　

三
日
月
よ
り
も
太
め
の
お
月

様
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
天
体
望
遠

鏡
で
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
金
星

も
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
後
５

１１

時　

分
集
合

３０
▽
観
察
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
博
物
館
職
員

▽
費
用　

無
料

※
く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

大
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！ 

上
北
台
公
民
館
�　

―　

―
２

０４２

５６７

６
９
１
へ
。

ここがふるさと・東大和の魅力発信し隊講座一覧
講師開催日講座名

田村信之氏
〔（有）サイ
コム代表取
締役〕

11月29日貂

「東大和どっとネ
ット」って何？ど
んな関わり方が
あるの？にお答
えします

A
公開講座
「東大和どっ
とネットガイ
ダンス」

【土曜日コース】
12月3日東大和どっとネ

ットに投稿する
とは（講義）

B
市民レポータ
ー養成講座

【火曜日コース】
12月20日

東大和どっ
とネット編
集室

【土曜日コース】
12月10日・17日WORDPRESSで

投稿してみよう
（実技）

【火曜日コース】
平成29年1月10日
・24日

田村信之氏

平成29年1月17日
貂・21日貍
※いずれかの日に
ご参加ください。

東大和どっとネ
ットとフィード
でつながるとは
（講義・実技）

C
地域ブロガー
説明会

※B・C講座を受講する方は公開講座Aに必ず参加してください。

地域発見講座「意外に知らない東大和」講座一覧

講師日時内容

三浦耐子氏（武蔵野
美術大学名誉教授）

11月15日貂
午前10時～正午

東京芸術大学時代
の吉岡堅二先生

渥美佳子氏（日本茶
インストラクター）

11月22日貂
午前10時～正午

日本茶教室～その
効能とお茶の淹れ
方体験～

小川雅義氏（東大和
バードウォッチン
グ同好会会長）

11月29日貂
午前10時～正午

東大和で見られる
野鳥たち

高山金之助氏（村山
織物協同組合理事
長）

12月6日貂
午前10時～正午

伝統的工芸品村山
大島紬～その誕生
から現在～

後藤祥夫氏（前郷土
博物館館長）

12月13日貂
午前10時～午後
1時

自分の足下を見直
そう～ただし、地
形・地質のお話～

草野保氏（首都大学
東京助教）

12月20日貂
午前10時～正午

トウキョウサンシ
ョウウオの生態と
保全～多摩地区の
個体群の現状と変
遷を中心に～

オ
ー
タ
ム 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

〜
若
者
の
音
楽
と 

　
　

ダ
ン
ス
の
祭
典
〜 

地
域
デ
ビ
ュ
ー 

　
　
パ
ー
テ
ィ
ー 
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■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
２
日
貉
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。　

月　

日
豺
か
ら
受
付
開

１０

１７

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／　

月
９
日
貉
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時　

分
／
場
所

３０

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

 
（
申
込 
順
。　

月　

日
豺
か
ら

　

１０

１７

受
付
開
始
）
／
保
育
室
有
り

（　

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食

１５
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

■
育
児
相
談
会
〜
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
　

歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

３５
し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
の
乳
幼

児
）
／　

月
９
日
貉
午
前
９
時

１１

　

分
〜　

時
／
場
所　

市
立
保

３０

１１

健
セ
ン
タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳

／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
保
健
師
や
専
門
医

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

月
９
日
貉
午
後
２
時
〜
４

１１
時（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

　

１
台

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク　

１
本

　

東
大
和
市
立
中
央
公
民
館
利

用
者
連
絡
会

　

中
央
公
民
館
で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
か
ら
災
害
救

援
用
テ
ン
ト
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
　

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

で
は
、
災
害
救
援
体
制
の
充
実

の
た
め
、
各
自
治
体
に
災
害
救

援
用
資
材
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
同
支
部
か
ら
市
に

テ
ン
ト
１
張
り
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
災
害
時
の
医
療
救
護
活

動
、
平
常
時
の
市
の
防
災
訓
練

等
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
／
防

災
安
全
課
・
内
線
１
３
５
２
ま

で
。

■
立
野
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

地
区
内
の
保
留
地
を
公
売
し
ま

す
（
予
告
）

　

立
野
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
上
北
台
駅
か
ら
約　

ｍ
東
側

５００

に
位
置
し
、
市
と
土
地
所
有
者

が
共
同
で
無
秩
序
な
市
街
化
を

防
ぐ
た
め
、
都
市
基
盤
等
の
整

備
を
進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
地
区
内
の
保
留

地
（
住
宅
用
地
）
の
公
売
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
公
売
場
所
・

面
積
・
価
格
・
申
込
方
法
等
の

詳
細
は
、
市
報　

月
１
日
号
で

１１

お
知
ら
せ
し
ま
す
／
区
画
整
理

課
・
内
線
１
２
８
１
ま
で
。

■
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す

　

東
大
和
市
駅
前
広
場
に
花
を

植
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

駅
前
広
場
に
花
を
植
え
て
、
憩

い
と
潤
い
の
空
間
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
企
業
等

の
方
／　

月
１
日
貂
午
前
９
時

１１

　

分
〜
正
午
（
小
雨
決
行
。
予

３０備
日
は　

月
４
日
貊
）
／
集
合

１１

午
前
９
時：

東
大
和
市
駅
前
ス

ケ
ー
ト
場
前
／　

人
（
申
込
順
）

２０

／
軍
手
や
道
具
等
は
市
で
用
意

し
、
保
険
は
市
で
加
入
し
ま
す

／
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
／
申
込
み　
　

月
１０

　

日
貊
ま
で
に
、
環
境
課
・
内

２１線
１
２
７
１
へ
。

■
油
・
断
・
快
適
！
下
水
道
〜

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で

　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
出
た
油

は
、
下
水
道
管
の
つ
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
鍋
や

食
器
に
付
い
た
油
汚
れ
は
、
洗

う
前
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
行
動
が
下
水
道
施
設
の

快
適
な
使
用
と
川
や
海
の
良
好

な
水
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
／
下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

■
野
外
で
の
焼
却

　

野
外
焼
却
に
つ
い
て
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る

廃
棄
物
（
ご
み
・
落
ち
葉
等
）

を
露
地
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼
却

す
る
こ
と
は
、
法
律
及
び
都
条

例
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。
野
外
焼
却
を
火
事
だ

と
間
違
え
、
消
防
署
に
通
報
さ

れ
る
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
、
適
切
な
方
法
で

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
近
隣
の

迷
惑
と
な
る
行
為
は
避
け
、
皆

さ
ん
が
良
好
な
環
境
の
下
で
暮

ら
せ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
／
環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

■
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資

金
補
助
金
制
度

　

市
民
の
方
が
、
所
有
す
る
住

宅
ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し

た
場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
以
降
に
、
同
一

２６

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の
補

助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成　

年
度
以
前
に
同
一
住

２５

宅
・
店
舗
に
つ
い
て
、
こ
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗　

住

宅
は
、
市
内
に
所
有
す
る
自
己

居
住
用
の
住
宅
。
店
舗
は
、
市

内
に
あ
る
自
己
営
業
用
の
小
売

店
舗
等
で
、
風
俗
営
業
法
の
規

制
を
受
け
な
い
も
の
。
自
己
営

業
用
の
店
舗
を
賃
借
し
て
い
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
／
対

象
と
な
る
工
事　

工
事
金
額
が

消
費
税
額
を
除
き　

万
円
以
上

１５

で
、
市
内
の
建
設
業
者
に
よ
り

行
う
増
改
築
工
事
。
ま
た
、
交

付
決
定
以
降
に
着
工
し
、
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
に
完
了
す

２９

３１

る
工
事
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、

申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は
補

助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
／
補
助

金
額　

工
事
金
額
の
５
％
以
内

で
、　

万
円
を
最
高
限
度
と
し

１０

ま
す
／
産
業
振
興
課
・
内
線
１

０
７
５
ま
で
。

■
住
宅
増
改
築
工
事
を
す
る
方

へ
〜
施
工
団
体
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す

　

市
で
は
、
住
宅
等
の
増
改
築

及
び
修
繕
を
考
え
て
い
る
方
で
、

「
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」 

「
相
談
相
手
が
い

な
い
」
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、

市
と
協
定
し
て
い
る
施
工
団
体

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
（
団
体
に

登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
が
派
遣

さ
れ
ま
す
）。

　

な
お
、
市
が
個
別
の
事
業
者

を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
／
産
業
振
興
課
・
内
線

１
０
７
５
ま
で
。

��������������������������������������������������������������������������　

リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

も
正
式
種
目
と
し
て
行
わ
れ
た

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が

ら
、
競
技
の
ル
ー
ル
を
学
び
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ボ
ッ
チ
ャ

を
楽
し
み
ま
す
。

▽
日
時　

①　

月　

日
貍
、
②

１０

２９

　

月
５
日
貍
、
③　

月　

日
豸

１１

１１

２０

各
回
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

※
全
３
回
の
う
ち
１
回
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

▽
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽
申
込
み　

①
は　

月　

日
貊
、

１０

２１

②
は　

月　

日
貊
、
③
は　

月

１０

２８

１１

　

日
貊
ま
で
に
電
話
で
、
社
会

１１教
育
課
・
内
線
１
５
５
３
へ
。

　

体
育
協
会
で
は
、
市
民
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
祝
日
）午

１１

２３

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

※
午
前
の
部
は
ス
リ
ッ
パ
卓

球 
・

    

空
手
道
の
模
範
演
技
披
露
、

　正
午
か
ら
は
レ
ク
ダ
ン
ス
、
午

後
の
部
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
行
い
ま
す
（
１
階
フ
ロ
ア
）。

※
午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

　

分
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

３０

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
、
レ
ク
式
体
力
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
が
で
き
ま
す（
地
下
１
階
）。

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館

▽
ス
リ
ッ
パ
卓
球
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
申
込
み　
　

月
９

１１

日
貉
ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
東
大
和
市
ロ

ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
へ
提
出
。

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
協
会
の

加
盟
団
体
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）、
公
民
館
、
同
体
育
館
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
申
込
用
紙
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、
ポ
ス

タ
ー
、
ま
た
は
体
育
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

体
育
協
会
（
東
大

和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館

内
）
�　

―　

―
３
５
３
１
へ
。

０４２

５６６

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
要
件
、
融
資
条
件

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は　

万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

８０

資
金
は　

万
円
以
内

１００

▽
利
率　

年　

％
１.８

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
１
ま
で
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
　
　
　 

銀
メ
ダ
ル
種
目 

わ
く
わ
く
ボ
ッ
チ
ャ 

体
験
会
in 

東
大
和 

ス
ポ
レ
ク
に 

ご
参
加
く
だ
さ
い 

融
資
あ
っ
せ
ん 

　
　
　
　  

制 

度 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　〈事業資金融資の申込要件〉
法　　　人個　　　人

主たる事業所等を市内に有し、
1年以上事業を営んでいること

市内に1年以上居住し、都内で
1年以上事業を営んでいること居 住 等

20人以下（商業等は5人以下）であること従業員数
法人名義で完納申込者名義で完納市税の完納
代　表　者不　　　要保 証 人

東京信用保証協会の保証対象業種であること信用保証
※独立開業資金の場合は申込要件が若干異なるため、事前にお問い合わせください。

　〈事業資金融資の融資条件〉

独立開業資金不況対策
特別運転資金設備資金運転資金

500万円300万円700万円500万円限 度 額
5 年以内5 年以内7 年以内5 年以内償還期間

（注 ）小口事業資金1.9％、 特例小口零細企業資金1.8％利 率
50％70％50％50％利子補給

別途要件あり別途要件あり見積書が必要－そ の 他
（注）不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。
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〈
一
般
書
〉

�　

歳
の
君
へ
贈
る
言
葉

１８
　
　
 　
 　

柳
沢 
幸
雄 
著

�
あ
そ
び
の
じ
か
ん

　
　
　
　

し
み
ず 
み
え 
著

�
美
し
い
ア
ン
テ
ィ
ー
ク　

鉱
物
画
の
本

　
　
　
　
　

山
田 
英
春 
著

�
こ
と
ば
の
地
理
学

　
　
　
　

大
西 
拓
一
郎 
著

〈
児
童
書
〉

�
ゆ
び
さ
き
ち
ゃ
ん
の
だ
い

ぼ
う
け
ん

    　

い
わ
い 
と
し
お 
著

�
翼
も
つ
者

　
　
　
　

み
お 
ち
づ
る 
作  

〈
録
音
図
書
〉

�
幕
末
維
新
を
動
か
し
た
８

人
の
外
国
人

　
　
　
　
　

小
島 
英
記 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の
利

用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

薬の副作用　

　風邪薬や鼻水を止める薬を飲んだ時、眠

くなったり、のどが渇いたり、体がかゆく

なったりしたことはありませんか。

　これは、薬の好ましくない作用が現れる

ことで、これを副作用といいます。

【副作用の分類】

①いつ起きても不思議ではない、薬の効果

が強く出てしまう副作用

⇒これは薬の量を減らしたり、効果がより

穏やかな他の薬に変更することで対処でき

ます。

②かなり時間が経ってから起きる副作用

⇒このようなケースは、定期的に検査をす

ることでチェック可能です。

③症状が出たらすぐに止めなければならな

い副作用

⇒これは薬物過敏症、いわゆるアレルギー

で起こる副作用です。予知することはかな

り困難です。

　薬の効いている時間が長い薬ほど、副作

用が消えるまでの時間も長くなります。例

えば、１日３回の薬よりも１日２回あるい

は１回の薬の方が、副作用の消失までに時

間がかかるのです。特に、新しい薬を服用

してすぐに 発疹 、急な発熱があった時は要
ほっしん

注意です。

　副作用のない薬はありません。それが漢

方薬であっても、いつもと違うと感じた時

は、相談しましょう。

　副作用かなと思った時には、自分の判断

で止めないで、この薬はすぐに止めなけれ

ばいけない薬なのか、それとも量を減らし

て続けられる薬なのかを見極めることが大

切です。そのためには、必ず医師か薬剤師

に相談してください。最初に気付くのは、

薬を服用している本人なのですから。

一般社団法人東大和市薬剤師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　10月31日（月） 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税 第3期 

・国民健康保険税 第4期 

・介護保険料 第4期 

・後期高齢者医療保険料 第4期 

������������������������������������

■
商
工
会
〜
東
大
和
市
ガ
ラ
ポ

ン
セ
ー
ル

　

商
工
会
で
は
、
市
内
の
参
加

店
で　

円
以
上
の
お
買
物
１
回

３００

に
つ
き
１
つ
ス
タ
ン
プ
を
押
印
、

参
加
店
３
店
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
、
抽
選
会
で
総
額　

万
円
分

１００

の
「
お
買
物
券
」
が
当
た
る
「
東

大
和
市
ガ
ラ
ポ
ン
セ
ー
ル
」
を

　

月　

日
貍
〜　

月
５
日
貍
に

１０

１５

１１

実
施
し
ま
す
。

　
　

月
５
日
貍
・
６
日
豸
の
午

１１
前　

時
〜
午
後
３
時
に
商
工
会

１０
と
中
央
図
書
館
の
間
の
通
り
で

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
店

３
店
の
ス
タ
ン
プ
押
印
済
台
紙

１
枚
に
つ
き
１
回
抽
選
で
き
ま

す
。
詳
細
は
商
工
会
ま
た
は
地

域
の
参
加
店
ま
で
／
商
工
会
�

　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
バ
ザ
ー

へ
の
寄
付
物
品
提
供
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
　

月　

日
豸
に
開
催
す
る
福

１１

１３

祉
祭
で
販
売
す
る
バ
ザ
ー
用
物

品
の
寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

寄
付
で
き
る
も
の　

未
使
用
の

日
用
家
庭
雑
貨
、
食
器
類
、
シ

ー
ツ
、
タ
オ
ル
な
ど
（
古
着
、

古
本
、
電
気
製
品
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）
／
提
供
方
法　
　

月
１１

７
日
豺
ま
で
に
自
治
会
長
、
民

生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

い
ず
れ
か
に
連
絡
し
て
か
ら
届

け
て
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協

議
会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

労
働
者
派
遣
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
労

働
者
派
遣
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
る
会
員
は
、（
公
財
）

東
京
し
ご
と
財
団
に
雇
用
さ
れ

た
労
働
者
と
し
て
、事
業
主（
派

遣
先
）
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け
、

事
務
、
営
業
、
品
出
し
、
接
客
、

運
転
、
製
造
補
助
な
ど
の
仕
事

に
従
事
し
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
の
入
会
・
事

６０
業
主
か
ら
の
発
注
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
�　

―　

―
０
５
３
１

０４２

５６５

へ
。

■
中
小
機
構
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

〜
「
３
金
会
」
参
加
者
募
集

　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
で
は
、

毎
月
第
３
金
曜
日
に
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る
交
流
会
「
３
金

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
お
役
立
ち
テ
ー
マ

の
講
演
や
事
業
発
表
会
等
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
の
こ
と

を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、
見
学

し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
　

月
の
「
３
金
会
」
は
、
プ

１０
チ
セ
ミ
ナ
ー
「
今
さ
ら 
訊 
け
な

き

い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
〜
立
居
振

る
舞
い
編
〜
」
及
び
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ

Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
会
員
の
自
己
紹
介
を

行
い
ま
す
。

　
　

月　

日
貊
午
後
５
時
〜
７

１０

２１

時
／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
東
大
和
寮
３
階
／　

円
５００

／
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、「
中

小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
／
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ

ｅ
ｓ
ｔ
担
当
�　

―　

―
１
１

０４２

５６５

９
５
へ
。

□
土
方
歳
三
と
多
摩
の
新
選
組

隊
士
た
ち（
お
と
な
の
社
会
科
）

／　

月　

日
貊
午
前　

時
〜
正

１０

２１

１０

午
／
■場
上
北
台
公
民
館
／
新
選

組
の
副
長
と
し
て
の
土
方
歳
三

と
隊
士
の
解
説
／
■講
 

関
一
成
／

■費
 
　

円
（
非
会
員
）
／
■問
 

柴
田

２００

oton
a_n
o_sh

ak
aik
a@
y
ah
o

o.co.jp

　□
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
会
）
／　

月　

日
貂
午

１０

２５

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
／
■場

３０

３０

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
懐
か
し

い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
と
共

に
歌
う
／
■費
 
　

円
／
■持
 

飲
み
物

１００

／
■問
 

後
藤　

―　

―
９
５
５
８

０４２

５６２

□
み
ん
な
で
お
そ
う
じ
〜
自
分

の
町
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

〔
み
ん
な
で
お
そ
う
じ
実
行
委

員
会（
三
中
学
区
青
少
対
、Ｐ
Ｔ

Ａ
、
小
中
学
校
）〕
／　

月　

日

１０

２９

貍
午
前
９
時
〜
９
時　

分
／
■場

４０

三
中
学
区
全
体
の
清
掃
／
各
拠

点
場
所
に
集
合
し
て
、
ご
み
を

回
収
し
な
が
ら
上
仲
原
公
園
に

集
ま
り
ま
す
／
■持
 

ご
み
袋
、
軍

手
／
詳
細
は
関
係
機
関
団
体
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
 

上
田　

―　

―
２
１
７
５

０４２

５６２

□
作
品
展
（
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

「
水
彩
の
会
」）
／　

月　

日
貍

１０

２９

〜　

日
豺
午
前　

時
〜
午
後
５

３１

１１

時（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

／
■場
ホ
ー
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ

ッ
チ
／
色
を
楽
し
み
現
れ
て
く

る
形
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
／

■問
 

鈴
木　

―　

―
６
３
０
８

０４２

５６２

□
講
演
会
「
は
じ
め
ま
し
て
聴

導
犬
で
す
」
〜
み
ん
な
に
知
っ

て
ほ
し
い
こ
と
〜
（
手
話
サ
ー

ク
ル
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）
／　

月　
１１

１９

日
貍
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
／
■場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／

講
演
会
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
／
■講
 

日
本
聴
導
犬
推
進
協

会
／
講
演
会
後
の
交
流
会
は
申

込
み
が
必
要
で
す
（　

月
１
日

１１

ま
で
）
／
■問
 

高
木　

―　

―
６

０４２

５６３

０
５
８
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

□
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
〜

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
東
京
都
行
政
書
士
会
立
川
支

部
）／　

月
５
日
貍
・
６
日
豸
午

１１

前　

時
〜
午
後
３
時
／
■場
市
役

１０
所
敷
地
内
（
東
や
ま
と
産
業
ま

つ
り
会
場
）／
相
続
や
遺
言
、成

年
後
見
制
度
な
ど
の
身
近
な
事

柄
、
会
社
の
設
立
や
各
種
許
認

可
等
／
■問
 

東
京
都
行
政
書
士
会

立
川
支
部　

―　

―
６
６
２
１

０４２

５２１

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集

（
東
大
和
シ
ャ
ト
ル
レ
デ
ィ
ー

ス
）
／
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

〜　

時　

分
／
■場
東
大
和
市
ロ

１１

３０

ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
／
■入
 

千

円
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

谷
川　

―
０４２

　

―
６
８
６
７

５６６□
裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会
／
夫
婦
関
係
、

扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
や

親
族
間
の
も
め
ご
と
、
土
地
建

物
、
金
銭
債
務
、
過
払
い
返
還
、

交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
も

め
ご
と
を
調
停
で
解
決
す
る
手

続
き
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
委
員
も
参
加
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
当
日
先
着
順
）
／　

月　

日

１１

１２

貍
午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

／
■場
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
・
ア
イ
ム
５
階
／
■問
 

東
京
家

事
調
停
協
会　

―
３
５
０
２
―

０３

８
８
２
２

□
北
多
摩
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
／
立
川
労
働
基
準
監
督
署

内
の
労
働
者　

人
未
満
の
小
規

５０

模
事
業
場
の
事
業
主
及
び
労
働

者
の
方
を
対
象
に
、
労
働
安
全

衛
生
法
で
定
め
ら
れ
た
保
健
指

導（
産
業
医
に
よ
る
健
康
相
談
）

等
の
産
業
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
／
■問
 

同

セ
ン
タ
ー　

―　

―
６
１
３
５

０４２

５２４

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

���������������������������������������������������
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●三遊亭円楽・林家たい平二
人会

　平成２９年２月１１日 貍午後２
時開演／大ホール　全席指定
／ 一般３,５００円（友の会３,０００円）
／未就学児の入場はご遠慮く
ださい／友の会先行予約は１１
月８日貂～１１日貊（電話予約
のみ）、一般販売は１１月１２日 貍

新規に発売する自主事業

から電話予約を、１１月１３日豸
から窓口販売を開始します。
 
 

●タイムファイブコンサート
2016　Japanese Standards
　１０月２９日 貍午後４時３０分
開演／小ホール　全席自由／
一般３,０００円（友の会２,５００円）
／未就学児の入場はご遠慮く
ださい。
●精巧大型人形劇「三國志」
総集編
　１１月６日豸午後２時開演
／大ホール　全席指定／一般
３,０００円（友 の 会２,７００円） ／ 未就
学児の入場はご遠慮ください。
●まちのウラがわ探索＠東大
和～森永乳業東京多摩工場見
学＋ハミングホール舞台スタ
ッフ体験～
　２０歳以上／１１月１５日貂午前
１０時～午後３時／ ３０人／５００円
／１０月３１日豺までに、窓口ま
たは往復はがきでお申し込み
ください。集合場所等の詳細
は、参加者にお知らせします。

チケット発売中の自主事業

　【往復はがき申込方法】
　往復はがきの往信欄に、①
「まちのウラがわ探索＠東大
和」②住所③氏名（ふりがな）
④年齢⑤性別⑥電話番号を記
入。返信欄の宛先に住所を記
入し、ハミングホール「まち
のウラがわ探索＠東大和」係
宛（〒２０７-００１３東大和市向原
６―１）に郵送してください。
※参加料の支払方法を明記し
た参加証を返信します。
※必要事項の記入漏れは無効。

 

●ロビーコンサート神無月
　１０月２６日貉正午開演／入
場無料
　　
 

　市民を対象とした調整会議
は１１月１日貂午後１時３０分か
ら行います。

ロビーコンサート

１１月の施設利用の申込み
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■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
告
に
は
、
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す（
ご

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
に
も
、
納
付
し

た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）。
こ
の
た
め
、
平
成　

年
９

２８

月　

日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民

３０
年
金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が　

月
上
旬
に
日

１１

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
確
定
申
告
、
年
末
調
整
の

手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月
１
日
〜　

月　

１０

１２

３１

日
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
は
、
来

年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
２
年
前
納
に
よ
り
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」　

　

平
成　

年
４
月
に
２
年
前
納

２８

に
よ
り
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
場
合

は
、
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

す
る
か
、
各
年
分
の
保
険
料
に

相
当
す
る
額
を
各
年
に
控
除
す

る
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

【
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除
す

る
場
合
】

　

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
際

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す

る
額
を
各
年
に
控
除
す
る
場
合
】

　

各
年
の
申
告
に
必
要
と
な
る

控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

各
年
の
申
告
時
に
立
川
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
額
内
訳
明
細
書（
平

成　

年
前
納
者
用
）」
に
各
年
分

２８
の
控
除
額
等
を
記
入
し
、
各
年

分
の
控
除
証
明
書
と
と
も
に
税

務
署
や
勤
務
先
の
年
末
調
整
担

当
部
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
料
控
除
の
相
談
は

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
へ

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―　
００３

００４

※　

か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

０５０

　

―
６
６
３
０
―
２
５
２
５

０３▽
受
付
時
間　
　

月
１
日
貂
〜

１１

平
成　

年
３
月　

日
貉
／
月
〜

２９

１５

金
曜
日
は
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
７
時
、
第
２
土
曜
日
は
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
は
除
く
）

と　

月　

日
貅
〜
平
成　

年
１

１２

２９

２９

月
３
日
貂
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
一
般
的
な
年
金
の
相
談
は
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５
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申込対象月施設名
平成２９年１１月大・小ホール
平成２９年５月その他の施設

一中いじめゼロ宣言　
　第一中学校は来年 7 0 周年を迎える伝統ある
学校です 。 四季折々の美しい表情を持つ校庭と、
誰にでも 挨拶 ができる素直な生徒たちが自慢で

あいさつ

す。
　そんな一中で、図書ボランティアとして関わ
るようになってから９年がたちました。そのお
かげもあって、私は生徒たちの活動やその活躍
を間近で見る機会が多くあります。真面目に頑
張る姿に感心することも度々です。
　その中でも特に素晴らしい活動があります。
それは、生徒会が主体となって取り組んでいる
「一中いじめゼロ宣言」です。
　昨今の新聞やテレビのニュースで報じられる
子どもをめぐる悲しい事件に、心を痛める方は
多いと思います。夏休み明けは事件が起こりや
すいとも聞きます。そういった事件の背景にい
じめがあることも少なくありません。
　「一中いじめゼロ宣言」は、「いじめをしな
い、いじめをさせない、いじめを見逃さない」
の三本の柱からなる宣言です。この趣旨に賛同
した生徒は、バッジを着用して自分の意思を周
囲に示します。バッジは生徒会室まで取りにい
かなくてはなりません。このバッジを取りにい
くという行動は、活動の重要なポイントです。
いじめを許さないという意思表示は、その時点
から始まるのです。
　私も、生徒会長が地域に向けてバッジ着用を
呼び掛けているのを聞き、早速バッジをもらい
ました。いじめを許さない環境づくりは、地域
でも広げていく必要があります。市内のあちこ
ちでバッジを目にするようになったら、嬉しい
ことです。この取り組みが一中を飛び出して大
きく広がっていくように、また永く続いていく
ように、生徒たちを応援したいと思います。　

（市民記者　森脇千春）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

東大和市まちフォトコンテストの作品募集

�募集対象　平成 28年に東大和市内を撮影したもの
�募集期限　平成 29年 1月 4日貉
�応募方式　インターネット投稿方式（プリント写真も
　　　　　　応募できます）
※応募方法等の詳細は、産業振興課（市役所 1 階）で配布し
　ているチラシまたは市のホームページをご覧ください。
�問合せ　産業振興課・内線 1074 まで。


